
《自律型無人探査機（AUV）の社会実装に向けた戦略》

《AUV利用実証事業》

概要
洋上風力発電・海洋安全保障・海洋
環境保全等、新たにAUVの活用が期
待される現場で実証試験を行うこと
でAUVの利用効果を示すとともに、
利用時に生じる課題を抽出し、2030
年までの事業化につなげることを目
指す。
詳細
• 採択件数 : ３件＋１件（FS案件）
• 委託金額 : 最大 5,000万円※ /件

※消耗品費、人件費、旅費、一般管理費、
外注費、よう船料等。

• 試験実施期間: 令和6年6月～12月
実施体制
• 既存のAUV等※を使用。

※ROVも可（終了後、AUVへの置き換え
が見込まれる場合）

• 海洋調査を行う者、AUV等の所有
者、潜在的利用者の３者による共
同チームで実施。

令和6年度のAUV官民プラットフォームの活動内容
• AUV戦略を実行に移すべく、社会実装に向けた調査（将来市場、技術マップ
、ユースケース分析等）や会議・シンポジウムの開催等を行う予定。

- 将来の市場規模の推計：2030年産業化に向けて、2030年以降のAUV関連
機器等の国内市場を推計

- ユースケース分析については浮体式洋上風力発電のWGを立ち上げ。
• AUV利用実証事業で得られた成果の共有（シンポジウムの開催等）

《AUV官民プラットフォーム》
AUV の社会実装に向け、課題解決のための制度環境の整備等について検討するとともに、様々な情報共有を行うための官民の議論の場。

会議の開催実績、資料閲覧、参加申込はこちら
問合せ先：内閣府総合海洋政策推進事務局

TEL:03-6257-1767（代表）
https://www8.cao.go.jp/ocean/policies/auv/call_f
or_participants/auv_index.html

（令和５年12月 総合海洋政策本部会合決定）

自律型無人探査機（AUV）の開発・利用の推進
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